


















の初期投稿作品を探索することとした。そ 結果、幸いにして『少女画報』 『女子文苑』 『断層』それぞれの雑誌に石垣りん 投稿・寄稿作品を見つけるこ ができた（注
　
た
だし 『少女画報』 は全て 調査しきれているわけでは ） 。　
まず本稿では、石垣りんの習作期ともいえる雑誌投稿時
代及びその流れを受けた同人誌時代におけ 発表作品をリスト化し、これまで収録されなかった作品に いて触れ、検討を行いたい。　













































































石垣りん子抄「鄙唄（詩） 」 「影（詩） 」 「舟歌
（詩） 」
　「生命頌／鼓動・春めく・弓」短章























































四月「和合（詩） 」 「結合（詩） 」 「空（詩） 」
三十三号
　



































































































































































































































































一月「荷（短編） 」 「子守唄（詩） 」
八巻七号
　





















詩作品については、 「彼女のその頃の詩は、しかし、習作的で、儀礼式で、まだ自分の問題を赤裸々に呈示 ようとはしていない。あたえられた観念によって自然やその当時の戦争に触れることが多く、技法 上では、それと見合ういくらかの象徴性が楽しまれているというところであろうか。今日読んでも感動 つたわっ く も は、やはり、私的な内部 真情が吐露されているものだけである」と、高い評価はあたえていな 。　
しかしその一方で、石垣りんの散文作品に関しては、 「彼





















要と考察を述べたい。まずはこれまでの先行研究では一切言及されてこなかっ 「二つの帯留」 「空の童話」の二作品を紹介し、作品の検討を行う。 「幕張行」 「色眼鏡」に関しては簡単な概要と清岡氏による言及と、同人間における言及について紹介する。「二つの帯留」 （昭和十六年六月一日）　
概要





婚をするのだった。 「津浦さん」は「川田さん」をどうしてもあきらめられないと言っていたが、最後は「子供が出来たらあの人の名前をつけるわ」とはずかしそうに言い、九州の方へ嫁いでいったのだ た。　「私」はいかに想い決めた人でも、自分に対する愛し方と同じように他のもう一人 人 愛し なら、どんなにさみしくあきらめるだろうと思う。　「私」は、男の人が小さなことに気を使わないと自覚しながらも、女にとってはあ 帯留め 金魚はもう金魚ではなくて、 耐え難い愛情のしるしで り、 ふ つの金魚を買ってくるような男の人をふたたび好きになる は止そうと考えるのだった。　おそらく私小説であろうと思われるこの散文作品は、原





去年 「母」 の懐にいた時に聞いた話を思い出していた。 「母」は「種子」に「私の季節は終わってしまうが、お前は真直ぐ空に向かって伸びて行け、誰とでも仲良くしなさい」と話していた。その教えのとおり、 土の中で出会った「蚯蚓」に「空へ行ったら、きっと手紙を出しますから」と約束をして、 「種子」は四月 朝に空を目指 て出発をする。　「朝顔」 の旅は小さい垣根に沿って、 空へとたどって行く。春も過ぎ、やがて夏にさし かる頃 は可愛い蕾も 来たが、空はますます遠くなるばかりであった。　七月も半ばの頃、 「朝顔」は垣根の小徑が切れて、雑草
が生い茂る道に出てしまう。 「 まだまだ遠い に」と、空での開花を楽しげに待つ蕾たちを尻目に途方に暮れる。「朝顔」は病気になってしまったせいで、歩く気力がなくなっていたのだった。 「朝顔」は母と居た頃の楽しい日を思い出し、繰り返し涙 流 ていた。　
風の便りで「朝顔」の困っていることを知った「みゝず」
































私小説的な作品。石垣りんの家族、特に父に対する複雑な心情が綴られている作品である。清岡氏はこの作品について、 「おそらく作者の家族関係をモデルとしている私小説的な迫力のあるもので、彼女の詩を分析していく上では便利な資料では 」 と述べてい 。「色眼鏡」 （ 『断層』昭和十七年八月一日発行）　
知恵遅れで 「継母」 から良い関心を向けられていない 「弟」
とその「義姉」を中心に語られた日常の物語である。清岡氏は「知能の遅れた子供とその家族を縦糸とし、その遊び友達との関係を横糸として、いわば幾重にもむごたらしく他者化されている幼く愚かな人間の無心ぶりを冷静に
描いたもので、 彼女の愛の一つの方向を予告するものであ」ると述べており、同雑誌における同人間の言及では、橋本千枝子氏が「健実な思想と文章にその将来を期待されている石垣りん子さんの作品「色眼鏡」は多少かたすぎる位の所がありますけれど、その石橋を叩く式 文章は、学ぶべき所があると思ひます。忌憚のない御批判を ぞんでいます」と述べている。
四．初期詩作品の検討
　　























　『断層』の第一号に掲載された詩作品であり、実母が亡くなったきっかけとされ 関東大震災 時 実母の様子を描いている詩である。同年『女子文苑』の五巻十一号に同じ作品が掲載されている。童謡「おぼろ月」 （ 『女子文苑』昭和十年六月一日発行）
春はお月さんもねむいのか山の向ふでトロンとしてるいくら大きなめざまし時計リンリンな して見たとても高くて遠くてお月さんおねんねばかししてゐます　
石垣りんの『女子文苑』におけるはじめての掲載作品で

















詩だけではなく短歌や、小説などの散文作品も投稿されているということがわかった。これらの作品は石垣りんという詩人を知る上で重要な手がかりに る ではないだろうか。本稿では深く取り扱 な った短編「幕張行」には石垣りんを取り巻く複雑な家族関係 モデルとなっていると推察することが き、そこにおかれた石垣 んの既刊の随筆集や詩集だけでは窺い知る の出来ない家族に対する心情が生々しく描かれており、考察の余地は十分にある。　
本稿では掲載作品の簡単な紹介と検討を行ったが、今後
は更にその作品ひとつひとつに対する や、戦後に発表された詩作品との比較やそれらに与えた影響 どを詳しく調査していきたいと考えてい　
　（はた
　
なつき・実践女子大学大学院
　
博士前期課程）
